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１．はじめに 
昨年の迎隨記事で障害者とスキューバダ

イビングについて紹介させていただきまし

た。その中で障害のある方でも適切なサポ

ートさえあればダイビングを楽しめること

がわかりました。その後、実際に障害者ダ

イビングのサポートプログラムを受講しま

した。また障害のある方と潜る機会にも恵

まれました。昨年の記事資料の提供でもお

世話になった静岡県伊東市にあるダイビン

グショップでのトレーニング体験と、障害

のある方と実際に潜った感想を今回紹介し

ます。 
 
２．障害者サポートダイビングプログラム

紹介 
このプログラムは PADI（ダイビング団

体の名称）公認のプログラムです。ある事

故で障害者となられた先生が、その後の自

身の水中での体験の中から、開発されたプ

ログラムです。 
プログラムはＳＤＳ（サポートダイバー

スペシャリティー）：パラプレジアや脊髄損

傷等で車椅子生活を余儀なくされた方に対

応するプログラム。ＳＤＨ（サポートダイ

バーヘミプレジア）：脳血管障害等で片麻痺

になられた方に対応するプログラムの 2 つ
のコースがあります。 

 
３．サポートプログラムとサポート体験 
サポートプログラムは実際にダイビング

ライセンス取得のために来られていた障害

のある方がモデルになってくださったおか

げで実践的なトレーニングを経験できまし

た。 
障害のある方がダイビングする際の苦労

がほんの少しだけ判った気がしました。そ

の中で障害のある方ほど何かを達成した時

の充実感、満足感を素直に感じて、表現し

てくれる様子にこちらも嬉しくなりました。 
ＳＤＳコースでは、脳性麻痺がある方（軽

度四肢麻痺）にモデルになっていただきト

レーニングできました。プレダイブ（ダイ

ビング準備）時、ウエットを着る。手袋を

はめる。インフレータ（空気量を調整する

装置）のホースを繋ぐ。など特に指の巧緻

運動が必要となる動作に苦労されていまし

た。インフレータにホースを繋ぐ時などは

もう少し早目に手伝ってあげたほうが良か

ったのかも知れません。 
またＳＤＨコースでは私自身が片麻痺の

状態をシュミレーションしてダイビングを

しました。ウエットを着ることも、手袋を

はめることも非常に難しく苦しい思いをし

ました。ウエットを着終った時にはすでに、

「疲れてクタクタ」でダイビングする意欲

がなくなるほどでした。「障害のあるかたは

みなさんこんなに苦労をしているんだ」と

わかりました。健常者の視点から考えて「出

来そう」と思う動作がやりづらかったり、

逆に「ウエイトベルトをバックルに通して

止める」動作のような「難しい」と思える

動作でも肘でバックルを抑えるなど体をう

まく使うことで可能であったりしました。

障害者の視点でみることがいかに難しいか

を感じました。またダイビング一連の流れ

の中でどんなサポートが必要になってくる

かを実感できました。これは実際に障害の

ある方にモデルになっていただいたお蔭だ

と思います。 
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ダイビング器材に関しては誰でも使いや

すいユニバーサルデザイン化がもっと必要

だと思いました。また障害も多様で器用さ

の個人差もあることから個別の障害に応じ

て使い易く対応できるようなユニット式の

器材の必要を感じました。 
 

＜水中でのトレーニング＞ 
ＳＤＳコースの実際のトレーニングは障

害者を車椅子に乗せて胸あたりの深さにな

るまで進入して行きます。ここでスキュー

バユニットの装着を手伝います。海から上

がる時はこの逆で車椅子に乗せて上がりま

す。半分水中に没した状態でしかも砂地で

車椅子を押すのは車輪が砂に取られて思っ

たより大変な体力仕事でした。車椅子は錆

びない材質のもので軽くてタイヤは太いも

のが使いやすいと感じました。 
このダイビングは、モデルになっていた

だいた方が講習中の方であることから、水

中で安全に緊張することなく安定して潜る

経験をしてもらうことに主眼を置きました。

そのノウハウとしてウエットスーツにアン

クルウエイト（足関節の部分に付ける錘で

通常ウエットスーツでは使用しない）を使

用しました。これは水中で重心をできるだ

け下方にもって行き、支点を作って安定さ

せる役目です。さらに安定のためにフィン

は使用しませんでした。 
またタンクの重さが背側にある為に水中

で体が裏返ってしまう不安定性を少しでも

小さくするために背側の浮力をできるだけ

大きく取れるようにアルミタンク（通常は

鉄タンク使用が多い）を使用することなど

を学びました。 
安全確保としては「耳抜き」（水圧がかか

ると鼓膜が圧迫されて耳が痛くなるので鼻

を押さえて息を呑み込み鼓室の内圧を高め

て圧平衡を取る動作）の指示を都度行なっ

て、その確認を都度マスクの前で確実にす

ること。安定呼吸の確認（排気される空気

の泡の状態でわかる）とレギュレータの口

元からの外れを常時確認することなどでし

た。 
また水中でダイバーを移動させる方法と

して障害者を下方に見て障害者のタンクを

持って牽引していくサポートの方法や、障

害者ダイバーが水中で安定に浮力を取り、

移動する動作「スカーリング」（水を撫でる

ように腕を動かして、揚力を作り浮力を得

ること）などを学びました。 
＜サポート体験＞ 
また今年の夏には脳性麻痺で軽度四肢麻

痺、軽度の痙性がある障害者ダイバーさんと

共に潜らせてもらいました。その経験のなか

で次のことを学ぶことができました。 
ドライスーツの更衣動作では、ゆっくりあ

せらず手伝ってあげることが必要でした。 
また水中では、バランスをキープするために

初心者ではエアーは抜き気味にコントロー

ルすることを学びました。ダイビング中のバ

ランスで最も重要な中性浮力は、バランスの

崩れをサポートする方法として障害者さん

の水中バランスを観察して（これは PT の動
作観察と同じようなイメージでした）右体側

が下方に回転して、左体側が浮き上がってバ

ランスを崩すのなら。サポート者は左側につ

いて浮き上がりを抑えてあげること。左体側

が下方に回転して右体側を浮き上がるので

あればその逆とすることなどを学ぶことが

できました。 
これらの経験から障害者のダイビングに

おいて重要だと感じたことは、ダイビング前

に、その人の「水中でのハンディを想定した

器材の準備」と、「ダイビング方法の相互の

確認」、「ダイビング目的の相互理解」、「コミ

ュニケーション方法の確認」をしておくこと

であると思いました。 
また難しく感じた点は、実際のハンディ

に応じて、どのタイミングでどの程度まで

サポートすれば良いのか、あるいは自立性

を引き出すためにサポートはぎりぎりまで

しない方が良いのかの見極めだと感じまし

た。その人のダイビングの経験、技量、性

格、行うダイビングの目的も頭に入れてサ

ポートする必要があります。 
さらにダイビングを自立してこの先ずっ

と楽しんでもらうことを考えると、サポー

トにおいて、安全に潜ってもらうことはも
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ちろんですが、ダイビングの楽しさを伝え

るために楽しいガイド、海の生物の紹介も

積極的にできるようになりたいと感じまし

た。 

 
４．終わりに 
障害者を積極的に受け入れるダイビング

ショップが増えてもっともっと、障害のある

方にも海の中の素晴らしさを知ってもらえ

ればと思います。そしてダイビングは障害者

でもできる可能性のある遊びであることも

知っていただければと思います。 
最後に今回もお世話になった「東京ダイ

バーズ」の、椎名勝巳先生や、スタッフの

皆様に御礼申し上げます。 
 
 

・参考資料 
東京ダイバーズホームページ：
http://www.tokyodivers.co.jp/index.htm 

 


